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輝く瞳　燃える情熱　～若人の夢　この北の大地に～

22 日 (金) ： 50 ～
コート 第 5 試合
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野崎師靖（江別中央）

【リーグ戦績】
№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 0 0 0 0 4 15 1 6 0 1

5 5 1 1 0 5 4 0 2 0 2 9 - 9 20 - 15 1 1

6 3 1 0 0 6 12 0 5 2 1 29 - 7 21 - 6 2 勝

7 6 0 2 2 7 11 2 2 1 2 73 18 - 10 35 77 14 - 7 39 0 0 1 位

8 6 0 3 0 8 2 0 1 0 0 17 - 9 22 - 11 0 敗

9 3 1 0 0 9 10 0 4 2 2

10 2 0 1 0 10 9 - 9 14 - 9 0 1

11 2 0 1 0 11 4 0 2 0 1 7 - 29 7 - 7 1 勝

12 0 0 0 0 12 3 1 0 0 3 35 10 - 18 73 44 6 - 10 39 1 0 2 位

13 2 0 1 0 13 2 0 1 0 0 9 - 17 9 - 10 1 敗

14 2 0 1 0 14 8 - 3

15 15 6 0 3 0 0 15 - 20 9 - 14 0 0

16 16 2 0 1 0 0 6 - 21 7 - 7 0 勝

17 17 2 0 1 0 0 39 7 - 14 77 39 10 - 6 44 1 1 3 位

18 4 0 1 2 18 11 - 22 10 - 9 2 敗

35 3 11 4 73 4 28 5 12 3 - 8
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　北海道ブロック代表旭川市立愛宕中学校対東海ブロック代表大治町立大治中学校の対戦。両チームとも予
選リーグを1勝しての激突である。
　1クォーター、愛宕２－３ゾーン、大治ハーフコートマンツーマンでスタート。序盤は愛宕の積極的なオ
フェンスが見られ、残り2分で９－２と愛宕リード。大治はここでタイムアウト。大治はここから２－２－
１のオールコートゾーンプレスに切り換える。これが見事に的中し、流れは一気に大治へ。９－９で終了。
　2クォーター。大治はゾーンプレスを続け、愛宕を苦しめる。大治はスティールからのレイアップシュー
ト、♯９村松のゴール下シュートやリバウンドシュート等で得点を重ねる。残り2分27秒。28－14となった
ところで愛宕はタイムアウト。しかし、大治の流れを変えるには至らず、38－16と大治リードで前半終了。
　3クォーター。愛宕オールコート、大治ハーフコートマンツーマンでスタート。出だしから大治のファー
ストブレークが連続で決まり、後半も大治ペース。残り3分で52－20となったところで愛宕はタイムアウ
ト。大治は主力を徐々にベンチに下げながらの戦い。56－26と大治リードで終了。
　4クォーター。大治が主力をベンチに置きながらの戦いに対し、愛宕もそれまで控えに回っていた3年生で
一矢報いようと対抗。両チームともに最後まで中学生らしいひたむきなプレーが見られたが、前半に大量
リードを奪った大治が73－35で勝利し、予選リーグ1位突破を果たした。
　大治は今大会優勝候補一角の名にふさわしいバスケットを随所に披露してくれた。愛宕はチームの旗に記
された「舞えさわやかに」の文字の通り、はつらつとしたプレーに好感が持てた。両チームの決勝トーナメ
ントでの活躍に期待したい。
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【試合結果】

日　時 　　平成１５年８月 14
　北海道立総合体育センター（きたえーる） Ｄ

　【戦評】


